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（平成26年７月末日現在）

●人　口　32,705人（対前月－14人）
　　　　			（男／15,627人　女／17,078人）
●世帯数　11,421世帯（対前月±０世帯）

９月５日（金）～

　　６日（土）

　　７日（日）

　  21日（日）

９月定例議会

救急の日記念イベント

脊振まるごと運動会

神埼市ゲートボール大会

国民健康保険税（４期）

平日　８：30～17：15
　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30～、12：30～、17：45～、21：35～
・「ＭＹ	ＤＥＡＲ神埼」ＦＭ佐賀	毎週水曜日　12：00～

　
８
月
12
日
、
城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
が
千
代

田
支
所
南
側
駐
車
場
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
日
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
台
風
の
影
響
で

延
期
さ
れ
夜
の
部
だ
け
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
千
代
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
と
も
に
ス

タ
ー
ト
し
た
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
。
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
大
い
に
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、
毎
年

恒
例
の
夜
空
を
彩
る
打
上
げ
花
火
。「
来
年
は
、
晴

れ
て
昼
の
部
も
開
催
で
き
ま
す
よ
う
に
･
･
･
」

と
願
い
を
込
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
月
の
表
紙

「
城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
打
ち
上
げ
花
火
」
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作
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ト

　
高
校
生
活
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
保

育
士
を
目
指
し
、
勉
強
に
力
を
入
れ
た
つ
も
り
で

す
。
部
活
動
に
お
い
て
も
部
員
と
切
磋
琢
磨
し
お

互
い
に
刺
激
し
合
い
高
め
合
う
こ
と
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
夢
実
現
に
向
け
て
邁
進

し
ま
す
！

 

今
回
、
北
魏
時
代
の
鄭
義
下
碑
の
雰
囲
気
を
生

か
し
て
書
き
ま
し
た
。
雄
大
な
世
界
観
を
出
し
た

つ
も
り
で
す
。
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健 康

９月は「がん征圧月間」です
～がん検診で早期発見を～

★神埼市でも死因の第１位は「悪性新生物（がん等）」

★がんを早期に発見するためにはがん検診を定期的に受診することが最も有効な方法です

★10月にも、乳がん検診、骨粗鬆症（こつそしょうしょう）検診、子宮頸がん検診を行います！

※平成21 ～ 23年人口動態統計より年齢調整死亡率
主要死因別年齢調整死亡率（人口10万対）

男性 全国 佐賀県 神埼市
１位 悪性新生物 182.4 悪性新生物 213.5 悪性新生物 236.0
２位 心疾患 74.2 心疾患 72.4 心疾患 62.2
３位 脳血管疾患 49.5 脳血管疾患 58.1 肺炎 54.2

女性 全国 佐賀県 神埼市
１位 悪性新生物 92.2 悪性新生物 101.9 悪性新生物 116.9
２位 心疾患 39.7 心疾患 38.4 心疾患 34.9
３位 脳血管疾患 26.9 脳血管疾患 32.9 脳血管疾患 31.4

　がん検診の目的は、がんを早期発見し、適切な治療を行うことでがんによる死亡を減少させることです。がん
検診を受けて「異常がない」場合は、定期的に次回の検診を受診することになりますが、「精密検査が必要」と
判断された場合には、早期がんを見つけられるチャンスと考え、自分のため、そして心配してくれる周りの人の
ためにも、精密検査を受けましょう。

※年齢調整死亡率とは…年齢構成の異なる地域間で死亡状況の比較ができるように年齢構成を調整し、そろえた死亡率のこと。

期　　　日

内　容 自己負担額 受付時間
9日（木） 10日（金） 18日（土） 20日（月） 26日（日）

神埼町
保健センター

千代田町
保健センター

脊振
公民館

乳がん
検診 ○ ○ ○ ○ ○

視触診
マンモグラ
フィ

40歳代：
　1,500円
50歳以上：
1,000円

8:30
～10:00

骨粗鬆
症検診 × × ○ × ×

利き腕と反
対の腕で骨
密度測定

500円 8:30～９:30

子宮
頸がん
検診

○ ○ × × × 子宮頸部の
細胞診 500円 8:30～10:00

※乳がん検診と骨粗鬆症検診は、1日当たりの受診可能な人数に制限があるため予約制です。
　健康増進課健康増進係（☎51-1234）に事前に電話で予約をしてください。
　子宮頸がん検診は予約の必要はありません。受付時間は上表のとおりですが、検診開始時間は９時45分からです。
　当日直接会場で申し込んでください。

 ☆乳がん検診の注意事項

 ☆骨粗鬆症検診の注意事項

 ☆子宮頸がん検診の注意事項
〔対象〕40歳以上の女性
◎次のような方は【乳がん検診】が受けられません。
　・妊婦及び妊娠している可能性がある方
　・豊胸術を受けている方
　・ペースメーカーを挿入している方
　・シャントの留置をしている方
　・乳腺疾患で病院を受診されている方
　・授乳中の方
※マンモグラフィ検査では、乳房を挟んでエックス
線撮影をするため、乳腺の発達した方は、痛みを
感じる場合があります。検診医師、検査技師が男
性の場合があります。

〔対象〕平成27年３月31日時点で、40・45・50・55・
　　　		60・65・70歳の女性
◎次のような方は【骨粗鬆症検診】が受けられません。
　・妊娠中または妊娠している可能性がある方
　・骨粗鬆症で病院を受診されている方

〔対象〕20歳以上の女性
　・生理中の方は、受診できません。
　・妊娠中の方は、医療機関で受診してください。
　・子宮全摘手術を受けた方は、医療機関で受診して
ください。
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★住民総合健診を受診できなかった方へ「毎日健診」を利用してみませんか？
　今年度、９月１日から、佐賀県医師会成人病予防センター（佐賀市内）で、住民総合健診と同様の検査項目を
受診することができる「毎日健診」を実施します。ただし、事前予約が必要となりますのでご注意ください！

　✿実施期間：平成26年９月１日（月）～平成27年２月27日（金）　※平日のみ
　✿実施場所：佐賀県医師会成人病予防センター（佐賀市新中町２番15号）
　✿予 約 先：　　　同上　　　☎31-8835
　　　　　　　※電話予約受付時間/ ８:30 ～ 17:30（日・祝日・年末年始を除く）
　　＜佐賀県医師会成人病予防センター周辺地図＞

✿「毎日健診」で受診できる検査項目：

受診までの流れ

①電話予約
　佐賀県医師会成人病予防センターに
　受診日の電話予約を行う。

②事前に料金支払い・問診
　神埼町保健センターで、受診日の1週間前
　までに負担金を支払い、問診を受ける。

③受診
　受診当日、受診票と領収書を持って、
　佐賀県医師会成人病予防センターで、
　「毎日健診」を受ける。

健診項目 負担金 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～74歳 75歳以上

若年健診 400円 〇 〇

特定健診※１ 1,000円 〇※１ 〇※１ 〇※１ 〇※１

後期高齢者健診 無料 〇※２ 〇

肺がん・結核検診 500円 〇 〇 〇 〇※３ 〇※３

喀痰検査 500円 〇※４ 〇※４ 〇※４ 〇※４

胃がん検診 500円 〇 〇 〇 〇 〇※５

大腸がん検診 500円 〇※６ 〇※６ 〇※６ 〇※６ 〇※６

前立腺がん検診 500円 男性 男性 男性 男性

乳がん検診

40歳代
1,500円
50歳以上
1,000円

女性※７ 女性※７ 女性※７ 女性※７ 女性※７

子宮頸がん検診 500円 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性

肝炎ウイルス検査 無料 〇※８ 〇※８ 〇※８ 〇※８ 〇※８ 〇※８ 〇※８

　※1　神埼市国民健康保険にご加入の方及び生活保護世帯に属する方
　※2　一定の障がい等により後期高齢者医療保険にご加入の方
　※3　65歳以上の方には結核検診を無料で追加
　※4　50歳以上で問診等により必要と判断された方には喀痰検査を追加で受診可能
　※5　75歳以上の方は、検診当日に承諾書が必要となります。
　※6　大腸がん検診のみを受診希望の場合は予約不要ですので、直接神埼町保健センターへお越しください。
　※7　今年度だけでなく昨年度も未受診の方
　※8　今までに、一度も、神埼市住民総合健診で肝炎ウイルス検査を受けたことがない方

 ◆負担金について
　・生活保護世帯に該当される方は、負担金が無料となります。料金支払い時に、証明書を提示してください。
　・市民税非課税世帯に属する方は、神埼市国保特定健診を除く、負担金が無料となります。料金支払い時に、
印鑑をお持ちください。

◎問い合わせ　　健康増進課　健康増進係　☎51-1234
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各課からのお知らせ

　

　

　

　

「日曜糖尿病教室」（無料）のご案内

「食育アンケート」にご協力をお願いします！

「歩いて学ぶ糖尿病ウォークラリー in鹿島」（無料）のご案内

　健診で、血糖値やHbA1c(ヘモグロビンエーワンシー）がちょっと高めと診断された方や、既に糖尿病を治
療中の方、また糖尿病予防に興味のある方などを対象に「日曜糖尿病教室」が開催されます。参加費は無料です。
　✿期日：10月５日（日）10：00 ～ 13：00
　✿会場：千代田町保健センター
　✿内容：医師・看護師・健康運動指導士・管理栄養士による講話
　　　　　　※試食や軽い運動があります。
　　　　　　　血圧・血糖測定の検診コーナー、医師・歯科医師等による相談コーナー等
　◎問い合わせ・参加予約：佐賀中部保健福祉事務所　☎30-1905

　この度、神埼市第2次食育推進基本計画を策定するにあたり、皆さまの「食」に関する思いや日頃の食習慣
などをお伺いしたいと考え、アンケート調査を実施します。アンケートの対象に選ばれた方には、9月1日（月）
に郵送や学校を通じて配布していますので、調査の趣旨をご理解の上、ご協力をお願いします。
☆アンケートにご協力をお願いしたい方
①20歳以上の方3,000人（無作為抽出）　　　		②高校生相当年齢（16～18歳）の方
③中学２年生、小学２年生と５年生（保護者）　④幼稚園・保育園等の年中・年長相当の年齢の方（保護者）
◎問い合わせ：健康増進課　健康増進係　☎51-1234

　糖尿病の方や糖尿病予防に興味がある一般の方を対象に、ウォークラリーが開催されます。
　申し込み締め切りは、10月６日（月）となっています。
　参加申込書は、神埼・千代田町保健センターの窓口にもあります。
　✿期日：10月19日（日）9：30 ～ 15：00
　✿集合場所：鹿島市林業体育館（コースは、肥前浜宿・祐徳稲荷神社周辺）
　✿内容：ご当地クイズやメディカルクイズに参加しながらのウォーキング
　◎問い合わせ：佐賀大学医学部ウォークラリー事務局　☎34-2546

いのちをむすぶ、支えあい。～献血～
【日時】９月30日（火）9：00 ～ 11：00　　【会場】千代田支所
　献血バスでは400mℓ献血をお願いしています。
　400mℓ献血ができるのは、17～69歳※の男性または18～69歳※の女性で、体重50kg以上の方です。
※65歳以上の方は60～64歳の間に献血を経験された方に限られます。
◎問い合わせ：佐賀県赤十字血液センター　☎32-1011

【健康増進課からのお知らせ】

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告
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９
月
10
日
～
16
日
は
『
自
殺
予
防
週
間
』
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

ま
ず
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
目
を
向
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

適
度
な
「
運
動
」
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
「
栄

養
・
食
生
活
」、さ
ら
に
十
分
な
睡
眠
を
取
る
こ
と
は
、

身
体
だ
け
で
な
く
こ
こ
ろ
の
健
康
に
お
い
て
も
重
要

な
こ
と
で
す
。
日
頃
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ

う
自
分
に
合
っ
た
気
分
転
換
の
方
法
を
見
つ
け
、
ス

ト
レ
ス
が
小
さ
い
う
ち
に
発
散
し
た
り
、
長
引
か
せ

な
い
よ
う
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

︿
気
分
転
換
の
方
法
﹀

○
好
き
な
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
を
す
る

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
・
音
楽
を
聴
く
・
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
る
・
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
・
お
し
ゃ
べ
り

な
ど

○
自
然
と
触
れ
合
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
山
歩
き
な
ど

○
五
感
を
使
っ
て
楽
し
む

　

写
真
を
撮
る
・

　

料
理
を
作
る
・

　

絵
を
描
く
な
ど

　

神
埼
市
で
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
最
近

こ
こ
ろ
や
身
体
の
疲
れ
を
感
じ
て
い
た
ら

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

個
人
を
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

利
用
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
通
信
料
の

み
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

守
り
た
い
大
切
な
人
の
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
～
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
～

　
　︿
国
保
事
業
﹀
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

○
対
象
者

　

①
神
埼
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方

　

②
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
40

歳
以
上
の
方

　

③
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な

い
方

○
定
員　

75
人
程
度
（
申
込
順
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

○
申
込
期
間　

　

９
月
16
日
（
火
）
か
ら

　

※
電
話
で
の
予
約
も
で
き
ま
す
が

申
請
が
必
要
で
す
。
健
康
保
険

証
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
検
査
項
目

　

胸
部
Ｘ
線
直
接
撮
影
、
心
電
図
、

肺
機
能
、
胃
透
視
ま
た
は
胃
カ
メ

ラ
、
腹
部
超
音
波
、
眼
底
検
査
、

便
潜
血
、
血
液
検
査
な
ど

○
検
査
料
金

　

個
人
負
担　

１
１
，７
２
０
円

　

※
婦
人
検
診
、
そ
の
他
検
診
は
別

料
金

○
検
査
日

　

平
成
26
年
10
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
ま
で
の
う
ち
受
診
者
が
希
望

す
る
日

　

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

・
月
に
１
～
２
回
行
わ
れ
る
土
曜

日

○
検
査
時
間

　

８
時
30
分
～
15
時

　
（
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

８
時
～
８
時
30
分
）

○
検
査
場
所

　

佐
賀
県
医
師
会
成
人
病
予
防
セ

ン
タ
ー

　
（
佐
賀
市
新
中
町
２
‐
15
）
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各課からのお知らせ

　
　
障
害
者
手
当
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
等
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
す
る
保
護
者
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
な
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合
や
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

月
額　

１
級
４
９
，９
０
０
円　
　

２
級
３
３
，２
３
０
円

　

20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
著
し
く
重
度
の
障
が
い
に
あ
る
た
め
日

常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
病
院
に
３
ヶ
月
以
上

入
院
す
る
に
至
っ
た
場
合
は
、
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

月
額　

２
６
，０
０
０
円

　

20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
重
度
の
障
が
い
状
態
に
あ
る
た
め
日
常

生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
な
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合
や
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

月
額　

１
４
，１
４
０
円

※
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
や
、
申
請
の
た
め
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

有
料
広
告

有
料
広
告

　
　
市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
！

～
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業
～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

〔
一
般
活
動
の
追
加
募
集
〕

　

市
で
は
、
市
民
の
主
体
的
な
参
画

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
の
自
主
的
か
つ
公
益
性

の
あ
る
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
４
月

30
日
ま
で
一
次
募
集
を
、
７
月
１
日

か
ら
７
月
25
日
ま
で
二
次
募
集
を

行
い
、
書
類
審
査
の
結
果
、
合
計
12

団
体
に
補
助
金
交
付
決
定
を
行
い

ま
し
た
。
交
付
決
定
を
受
け
た
各
団

体
で
は
、
地
域
の
活
性
化
及
び
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
公
益

性
の
あ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
た

だ
い
て
ま
す
。

募
集
件
数　

３
件
程
度

募
集
期
限　

　

９
月
26
日
（
金
）
ま
で

〔
連
携
活
動
の
追
加
募
集
〕

　

市
で
は
、
市
民
活
動
の
よ
り

一
層
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
市
民

活
動
（
一
般
活
動
）
へ
の
支
援

に
加
え
て
、
複
数
の
団
体
・
地

域
が
連
携
し
て
実
施
す
る
活
動

や
、
市
内
外
か
ら
の
来
訪
者
と

地
域
を
越
え
た
地
域
間
相
互
の

交
流
促
進
を
図
る
活
動
等
（
連

携
活
動
）
に
つ
い
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

募
集
件
数　

２
件
程
度

募
集
期
限

　

９
月
26
日
（
金
）
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
請
書
な
ど
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▲市民活動（地区の夏まつり）の様子
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10月１日
から

「神埼市巡回バス」
【神埼北コース】【千代田東コース】の運行内容を一部変更

【神埼南コース】【千代田西コース】は変更ありません。
　いつも神埼市巡回バスをご利用いただきありがとうございます。
　昨年度に実施した巡回バスのアンケート結果などをもとに、利便性の向上を図るため、10月１日から運行内容を
一部変更します。
　今後も、神埼市巡回バスは「もっと便利に」「もっと使いやすく」を目指していきます。

◆神埼北コース
■停車バス停を次のとおり追加します。
　○神埼駅通り　　　　　○神埼病院前　　　　　○一丁目公民館前　　　　　○なかしま整形外科前
　○三丁目（神幸館）　 　○神埼市役所　　　　　○神埼中央公民館
■バス停を移設して名称を変更します。

■バス停を移設して名称を変更します。

※１周あたりの距離・所要時間に変更はありません。

詳細は、後日配布のチラシまたは市ホームページでご確認ください。

・１周あたりの距離
・１周あたりの所要時間	
・運行ルート（抜粋）

28.2㎞	
57分

宅老ちよだあらこの家

仁比山神社前

（現　行）＜参考＞

（現　行）

（現　行）

（10月１日～）

（10月１日～）

（10月１日～）

31.1㎞
71分

黒津会館前

仁比山温泉もみじの湯

◆千代田東コース

○お得な乗継券・回数券をご利用ください ○神埼市巡回バスＰＲ活動実施

■乗継券　発行
　終点の神埼駅から他のコースに乗り継ぎをされる
場合は乗継券（無料）をお渡ししますので、乗務員
（運転手）にお申し出ください。
■回数券　販売
　2,000円で回数券を販売しています。
　回数券は、券種100円の22枚綴りとなっています。

■巡回バス説明会
　市では、巡回バスのＰＲ活動を実施しています。
　地区や老人クラブなど団体の会合などで、巡回バ
スの紹介や説明を希望される場合は、お気軽に下記
までご連絡ください。

◎問い合わせ　市長公室　企画係　☎37-0102

利
田
公
民
館
前

神

埼

駅

（現　行）

（10月１日～）

利
田
公
民
館
前

神
埼
中
央
公
民
館

神

埼

市

役

所

三
丁
目
（
神
幸
館
）

な
か
し
ま
整
形
外
科
前

一
丁
目
公
民
館
前

神

埼

病

院

前

神

埼

駅

通

り

神

埼

駅



10市報かんざき 2014. ９月号

各課からのお知らせ

公共下水道整備計画区域の拡大について
　神埼市では、生活環境の向上と、公共用水域の水質改善を目指し、下水道事業に取り組んでいます。
　現在、第３期整備区域として大字鶴地区、大字本告牟田地区等の整備を行っており、早期完了に努めています。
　引き続き平成27年度から第４期整備に向け区域拡大を下図のように計画しています。
　整備計画区域の決定については今後、県と協議を行い、最終的に整備区域の決定を行います。
　なお、区域決定後は市報などでお知らせします。

『第４期公共下水道整備予定区域にお住まいの方へ』
　第４期予定区域については平成31年度末までに整備完了を目標としております。
　このため、計画区域に編入された時点で、合併処理浄化槽設置補助金の対象外となります。
　年度内に合併処理浄化槽の設置及び補助金の交付を受けようと計画されている方は、平成26年11月末までに申
請手続きが完了する必要があるため、取り急ぎ申請書の提出をお願いします。
　なお、申請書は下水道課で配布しています。

凡　　例

第４期整備予定区域

第１～３期整備区域

◎問い合わせ　下水道課　管理係　☎37-0105

＊青色で示された範囲が
　計画拡大の対象区域と
　なります。

　第４期公共下水道整備予定区
域は下記地区の一部地域となっ
ております。
　・本堀　・馬郡　・石井ヶ里
　・石原　・城原　・竹原
　・志波屋　・東山　・的
　・小渕　・仁比山

公共下水道整備計画
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屋
外
広
告
物
設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
は
９
月
ま
で
！

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
県
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
２
５
‐
７
３
２
６

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

佐
賀
県
で
は
、
県
民
共
有
の
財
産

で
あ
る
美
し
い
景
観
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
子
ど
も
た
ち
に
残
す

た
め
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
店
の
看
板
や
道
案
内
板
な
ど

の
屋
外
広
告
物
は
有
益
な
情
報
提

供
の
手
段
で
す
が
、
規
制
さ
れ
な
い

ま
ま
設
置
さ
れ
る
と
、
無
秩
序
な
状

態
と
な
り
、
美
し
い
景
観
を
損
な
う

ほ
か
、
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
な
ど
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
佐
賀
県
屋
外
広
告
物
条

例
に
よ
り
、
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合

に
は
、許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
改
正

条
例
を
施
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

以
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
屋
外
広

告
物
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
許

可
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に

最
寄
り
の
土
木
事
務
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
は
、
県
や
市

な
ど
行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
は

達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
広
告
主
の
方
々
を
は
じ
め
と
し

た
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

許
可
申
請
の
受
付
窓
口
は
最
寄

り
の
土
木
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
東
部
土
木
事
務
所

☎
０
９
４
２
‐
８
３
‐
４
１
７
６

※
許
可
申
請
に
は
、
所
定
の
申
請

書
ほ
か
見
取
図
等
や
手
数
料
が

必
要
で
す
。

「佐賀県屋外広告物条例」
県内全域が規制の対象です
　広告物を表示できない禁止区域以外に表示する際には、知事の
許可が必要です。

自家用広告物の規制
　「自家用広告物」とは、自己の店舗や事業所などの敷地内に、
店名や営業内容などを表示する広告物のことです。
　小規模なものを除き、広告物の表示には知事の許可が必要です。

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
低
所
得
層
及
び
子
育
て

へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福

祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
給
付
金
も
９
月

中
に
申
請
期
限
を
迎
え
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請

書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
住

民
税
に
つ
い
て
未
申
告
の
方
は
、
対
象
に
な
る

方
か
判
断
が
で
き
ず
申
請
書
を
送
付
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

給
付
金
の
申
請
期
間
内
に
申
請
で
き
る
よ
う
、

お
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
期
間　

９
月
30
日
（
火
）
ま
で

※
入
院
等
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︻
注
意
︼

　

世
帯
な
ど
複
数
人
で
臨
時
福
祉
給
付
金
を
申
請

す
る
場
合
、
申
請
す
る
方
全
員
分
の
身
分
証
明

書
（
保
険
証
な
ど
）
の
写
し
が
必
要
で
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

申
請
期
間　

９
月
16
日
（
火
）
ま
で

※
入
院
等
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
各
種
証
明
書
発
行
に
は

窓
口
で
本
人
確
認
が
必
要
で
す

◎
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

総
合
窓
口
班　

☎
３
７
‐
０
１
１
６

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

　

第
三
者
の
な
り
す
ま
し
に
よ
る
証
明
書
の
発
行
を

防
止
す
る
た
め
、
平
成
20
年
５
月
か
ら
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
各
種
証
明
書
発
行
に
つ
い
て
、
窓
口
で
の

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
本
人
確
認
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
各
種
証
明
書
が
必
要

な
場
合
は
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
写
真
付
公
的
証
明
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
な
ど
の

書
面
の
ほ
か
、
代
理
人
の
写
真
付
公
的
証
明
書
が
必

要
で
す
。

※
委
任
状
は
、「
請
求
者
本
人
」
が
書
い
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

◆
写
真
付
公
的
証
明
書

　
（
例
）

・
運
転
免
許
証

・
写
真
付
の
住
民
基
本
台

　

帳
カ
ー
ド

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

　
　

11
月
１
日
は
神
埼
市
『
教
育
の
日
』

式
典
及
び
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

９
月
20
日
～
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

救
急
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
４
４
‐
２
３
８
４

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
消
防
署　

救
急
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
３
２
９
１

〈『
教
育
の
日
』
が
で
き
て
今
年
で
４
年
目 

〉

　

市
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
本
市
教
育
の
充
実

と
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
郷
土
を
愛
し
、
地
域
社
会
の
振
興
に
主

体
的
に
取
り
組
む
人
づ
く
り
を
図
る
た
め
神
埼
市
「
教
育
の
日
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
動
物

愛
護
法
で
は
、
動
物
の
飼
い
主
に
「
終
生
飼
養
」
の

責
任
が
あ
る
こ
と
が
法
律
上
明
確
に
さ
れ
、
動
物
取

扱
業
者
に
対
す
る
規
制
や
動
物
の
虐
待
な
ど
に
対
す

る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
住
み
着
く
野
良
猫
が
増
え
る
問
題
が
あ
り

ま
す
が
、「
か
わ
い
い
か
ら
」「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」

と
安
易
な
気
持
ち
で
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
エ
サ
を
与
え
る
人
は
飼
い
主
と
み
な
さ
れ
、

「
終
生
飼
養
」
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す
。
動

物
を
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
接
す
る
と
同
時

に
、
動
物
の
命
を
あ
ず
か
る
責
任
、
地
域
に
対
す
る

責
任
に
つ
い
て
、見
つ
め
直
す
よ
い
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
飼
い
方

・
飼
い
犬
を
外
で
飼
う
場
合
は
、
繋
い
で
お
く
か
、

鍵
付
き
の
檻
な
ど
に
入
れ
て
お
く
。

・
首
輪
な
ど
は
、
飼
い
犬
の
大
き
さ
に
合
っ
た
も
の

を
着
け
、
定
期
的
に
確
認
す
る
。

・
散
歩
さ
せ
る
場
合
は
、
十
分
な
強
度
の
あ
る
鎖
や

リ
ー
ド
に
繋
ぎ
、
飼
い
主
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

短
く
持
つ
。

・
散
歩
中
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

　

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ

の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と

定
め
、
救
急
医
療
の
普
及
啓
発
活
動
が
全
国
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
神
埼
市
郡
医
師
会
・
神
埼
市
・

吉
野
ヶ
里
町
・
神
埼
消
防
署
４
者
共
催
に
よ

る
「
救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
を
９
月
６
日
（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
く
の
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
急
手
当
講
習
会

○
時
間　

13
時
～
15
時

○
と
こ
ろ　

　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

○
受
講
人
員　

30
人
程
度
（
※
要
予
約
）

◆
救
急
の
日
記
念
式
典

○
時
間　

15
時
～
17
時

○
と
こ
ろ

　

千
代
田
文
化
会
館
（
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
）

○
内
容

　

医
師
に
よ
る
「
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
」「
肺

炎
に
つ
い
て
」「
ア
レ
ル
ギ
ー
と
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
」
の
講
演

　

記
念
講
演
の
他
に
、式
典
の
中
で
は
神
埼
市
の
教
育
に
対
し
て
の
「
教

育
功
労
者
・
団
体
と
教
育
協
力
者
・
団
体
」
の
表
彰
も
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、入
場
に
は「
整
理
券
」が
必
要
で
す
。「
整
理
券
」

の
配
布
に
つ
い
て
は
、
後
日
各
家
庭
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○と　き　11月１日(土)	(受付　13:00)
　　　　　13：30～16：30
○ところ　千代田文化会館「はんぎーホール」
　　　　　　　　　　　　　大ホール
○内　容　式　　典　　13:30	～	14:10
　　　　　記念講演　　14:25	～	16:30
○記念講演

　講	師　作家 坂東 眞理子 先生
　演	題　『 今、人間として大切なこと 』

［講師紹介］

作家　　坂東 眞理子　先生
　　　　（現昭和女子大学学長）

著書　『女性の品格』や『新・家族の時代』など
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物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？物産所で秋を感じてみませんか？
　長かった夏の暑さも収まり、秋の訪れを感じられる季節となりました。
　市内各町の物産所には、その土地で採れた新鮮な野菜や果物、加工品などが彩り豊かに並んでいます。
　そこでしか味わえないものがあったり、おふるまいなどのイベントがあったり楽しみがいっぱいです。
　物産所で神埼の秋を見つけてみませんか？

高取山公園わんぱく館

吉野ヶ里 遊・学・館

菱の里ちよだ

　地元生産者の手で露地栽培された旬の新鮮野菜が、安くておいし
いと評判。９月の中旬以降は、クリも出回り始めます。オリジナル
の味噌、名産品の刺身こんにゃく、自生のヨモギと地場産のアズキ
を使った、よもぎ餅や山麓だんごが店頭に並びます。
　10月26日は、毎年恒例の感謝祭で、シシ汁と山菜料理をメイン
にした“おふるまい”を開催する予定です。お楽しみに。

　地元の生産者の皆さんから毎朝入荷する有機栽培・減農薬の野菜
は、安さと新鮮さが魅力。採れ立て野菜を使った日替わりの惣菜も
喜ばれています。その他にもおこわや白玉団子、神埼名産のそうめ
んや、うどん、ラーメンなど多数取り揃えています。10月から11
月にかけて、遊学館西側のコスモス畑の風景が楽しめます。
◆９月の野菜の日◆
・８日（月）９：00～
　手作りオレンジゼリーをおふるまい（先着50名様）
・18日（木）９：00～
　採れたて野菜等の「お楽しみ抽選会」を開催（先着60名様）

　千代田町内の新鮮な野菜や果物、加工食品が並び、もちろ
ん値段は格安です。地元のお菓子屋さんの和菓子も人気があ
ります。営業日が週３日で少ないのですが、その分、鮮度は
折り紙つきとも言えます。
　隣接する直鳥クリーク公園は癒しの空間。これから散策コー
スとしても最適です。アットホームな雰囲気の店内、お客さ
ん同士のおしゃべりもはずみます。気軽においでください。

店舗情報
場所／脊振町、高取山公園内
営業時間／９：00～18：00（４月～10月）
　　　　　９：00～17：00（11月～３月）
定休日／第２、４水曜　　☎51-9020

店舗情報
場所／神埼駅北口　　営業時間／９：00～18：00（３月～10月）９：00～17：00（11月～２月）
定休日／毎週水曜　　☎53-8587

店舗情報
場所／千代田町直鳥クリーク公園そば　　営業日／木・金・土曜日
営業時間／９：00～16：00　　☎44-6092

　10月26日は、毎年恒例の感謝祭で、シシ汁と山菜料理をメイン

営業時間／９：00～18：00（３月～10月）９：00～17：00（11月～２月）
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各課からのお知らせ

スポーツの秋です！
　　運動会情報

脊振まるごと
大運動会

千代田町民
体育大会

神埼町民
体育大会

９月７日（日）

10月12日（日） 10月12日（日）
【場所】
　　脊振小学校運動場
　※雨天の場合中止
　　（脊振小・中学校は延期）
◎問い合わせ
　脊振公民館　☎59-2131
　脊振小学校　☎59-2002
　脊振中学校　☎59-2221
　神埼市体育協会☎52-3750

【場所】
　　千代田中学校運動場
　※雨天の場合中止
◎問い合わせ
　神埼市体育協会
　☎52-3750

【場所】
　　神埼中央公園グラウンド
　※雨天の場合中止
◎問い合わせ
　神埼市体育協会
　☎52-3750

●保育園・幼稚園、小・中学校、高校　運動会
と　き ところ・問い合わせ先 雨天の場合 と　き ところ・問い合わせ先　ほか 雨天の場合

保
育
園
・
幼
稚
園

9月27日(土）
8：30～

ちよだ保育園 ☎44-6941 　10月4日（土）

小
学
校

9月7日(日）
8：15～

脊振小学校 ☎59-2002 　9月9日（火）
※小中学校だけで開催※脊振まるごと大運動会と同時開催

9月27日(土）
8：30～

ちとせ保育園 ☎34-6450
千代田東部小学校

体育館
9月28日(日)

8:30 ～
神埼小学校 ☎52-4175 9月29日(月)

9月27日(土）
9：00～

せふり保育園 ☎51-9051 脊振勤労者体育館
9月28日(日)

8:30 ～
西郷小学校 ☎52-3215 9月29日(月)

9月27日(土）
8：30～

神埼保育園 ☎52-3632 　10月4日（土）
9月28日(日)

8:30 ～
仁比山小学校 ☎52-2504 9月29日(月)

9月27日(土）
8：45～

仁比山保育園 ☎52-2952 　10月4日（土）
9月28日(日)

8:30 ～
千代田東部小学校 ☎44-2211 9月29日(月)

9月27日（土）
8：45～

西郷保育園 ☎53-4881 　10月4日(土)
9月28日(日)

8:30 ～
千代田中部小学校 ☎44-2005 9月29日(月)

10月4日(土)
9：00～

神埼双葉園 ☎52-3609 神埼高校体育館
9月28日(日)

8:30 ～
千代田西部小学校 ☎44-2338 9月29日(月)

10月11日(土)
9：00～

小桜保育園 ☎52-3345 　10月18日(土）

中
学
校

9月7日(日）
8：30～

神埼中学校 ☎52-3175 9月8日(月)

9月27日(土）
9：30～ 大立寺幼稚園

子どもの家保育園
☎44-3144

千代田中部小学校
体育館

9月7日(日）
8：30～

千代田中学校 ☎44-2222 9月8日(月）

10月11日(土）
9：30～

　10月14日(火） 9月7日(日）
8：15～

脊振中学校 ☎59-2221 　9月9日（火）
※小中学校だけで開催

10月5日(日）
9：00～

神埼幼稚園
ベリーボタン保育園

☎53-4500
神埼中央公園体育館

※脊振まるごと大運動会と同時開催

高
校

9月5日(金）
9：00～

神埼清明高等学校 ☎52-3191
9月6日(土）神埼中央公園グラウンド

9月4日（木）「文化祭」

9月6日(土）
9：00～

神埼高等学校 ☎52-3118
9月7日(日）

9月5日(金）「文化祭」

ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方へ
月額 10,000円（税別・1レッスン2時間、週1回）
ひとりひとりに合ったご指導をしますので安心です！

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室
司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

有
料
広
告

有
料
広
告
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楽
し
く
自
分
磨
き
と
婚
活

「
美
活
ス
ク
ー
ル
」

仁
比
山
温
泉
も
み
じ
の
湯

　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

市
内
の
小
学
校
６
年
生
が

芸
術
鑑
賞
体
験

　

７
月
16
日
と
27
日
に
、
佐
賀
市
大

和
町
の
シ
ャ
ト
ー
文
雅
で
「
自
分
磨

き
と
婚
活
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
神
埼

市
が
開
催
し
た
「
美
活
ス
ク
ー
ル
」

に
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
10
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
２
回
の
講
座
で
、初
回
は「
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
レ
ッ
ス
ン
」、
第
２
回

目
は
「
カ
ラ
ー
レ
ッ
ス
ン
」
を
行
い
、

料
理
や
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
自
分

磨
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

レ
ッ
ス
ン
終
了
後
に
は
、
参
加
者

同
士
の
交
流
の
場
を
設
け
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
婚
活
も
行
い
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
い
、
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、神
埼
市
憩
い
の
家「
仁

比
山
温
泉
も
み
じ
の
湯
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
、
も

み
じ
の
湯
の
オ
ー
プ
ン
を
盛
大
に
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

城
原
川
の
清
流
を
眼
下
に
望
み
、

山
々
の
自
然
に
囲
ま
れ
四
季
折
々
の

風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
も

み
じ
の
湯
の
完
成
に
、
来
館
者
は
感

嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

幅
広
い
年
代
の
方
が
利
用
で
き
、

多
く
の
方
の
集
え
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

７
月
28
日
、
千
代
田
文
化
会
館
は

ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で
「
神
埼
市
芸
術
鑑

賞
会
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
神
埼
市
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
歴
史

文
化
芸
術
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
行
わ
れ
、
今
年
度
は
九
州
交

響
楽
団
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の「
春
」、バ
ッ
ハ
の「
Ｇ

線
上
の
ア
リ
ア
」
な
ど
子
ど
も
た
ち

に
も
な
じ
み
の
あ
る
曲
が
次
々
に
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
人
の
小
学
生
が
指
揮
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

前
に
緊
張
の
様
子
で
し
た
が
、
プ
ロ

の
指
揮
者
を
手
本
に
懸
命
に
指
揮
棒

を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　鍋
島
直
正
公
銅
像
再
建
の
た
め
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

鍋
島
直
正
公
銅
像
再
建
委
員
会
事
務
局　

☎
２
４
‐
５
１
５
５

　

幕
末
の
名
君
、
佐
賀
藩
10
代
藩
主
鍋
島
直
正
公
の
銅
像
再
建
を
目
指

す
「
鍋
島
直
正
公
銅
像
再
建
委
員
会
」
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
寄
付
金

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
旧
銅
像
は
先
の
大
戦
時
の
金
属
供
出
令
で

消
失
し
ま
し
た
が
、
直
正
公
生
誕
２
０
０
年
を
機
に
佐
賀
市
の
佐
賀
城

公
園
に
再
建
す
る
計
画
で
、
平
成
29
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

募
金
の
目
標
額
は
１
億
円
。

募
集
期
間
は
来
年
６
月
30
日
ま

で
の
１
年
間
で
す
。
個
人
は
１

口
５
千
円
以
上
、
法
人
・
団
体

は
１
口
５
万
円
以
上
で
す
。
募

金
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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神埼市中央公民館からの報告

～輝いてますか？あなたの地域～

先生、ありがとうございました「夏休み子ども寺子屋」

つまみ食い講座終了しました

自分で着れたよ！「ゆかたでＧＯ！！」

　７月12日、佐賀県まなび課の関弘紹氏を講師にむかえ、神埼市自治公
民館連絡協議会公民館長研修会を実施しました。
　初めて就任した公民館長の戸惑いに少しでも役に立てればと同協議会
での取り組みでした。
　公民館が「気軽なたまり場」になるように、しかし一人で頑張るので
はなく、人を巻き込んでいかに人を連れ出すのかなど今後の活動に役立
つようなお話をしていただき、大変参考になりました。

　７月30、31日に神埼町保健センターで、退職校長会、退職女教師の会
の皆さんにご協力いただき、「夏休み子ども寺子屋」を開催しました。
　市内の小学生約50人が参加し、ドリルや読書感想文、習字、絵画など
様々な宿題を持参していましたが、ベテランの先生方からご指導をして
いただいたおかげではかどったようです。
　暑い中集まっていただき、ボランティアで子どもたちに教えてくださっ
た先生方ありがとうございました。

①やさしい盆栽の作り方と庭木の手入れ
　先祖が残した庭をなんとかしたくて参加した方や、これからは盆栽を始めて
みようという方20人が参加しました。１日目は剪定に使う道具の手入れや樹木
に合わせた剪定の基本について学びました。２日目は講師宅のよく手入れされ
た庭を拝見しました。３日目は葦辺の館で松の盆栽を見ながらお話を聞きまし
た。講師の樹木に寄せる愛情の深さに触れ、これからも互いに学び合おうと月
１回のサークルができました。	 （講師：末次　學さん）
②野菜づくりを始めよう
　たくさんの家庭菜園仲間が集まりました。土づくりから肥料の選び方、害虫
の駆除や、雑草の処理など、家庭菜園の基本をしっかり押さえていただきました。
野菜作りを始めたばかりの人も、何年も作っているベテランさんも、それぞれ
に新しい知識をいただき、基本に戻ることができました。
	 （講師：ＪＡ営農指導員の田原さん、林さん）
③和の心　茶道教室
　ふすまの開け方、入室のし方から始まりました。でも、ちっとも堅苦しくなく
和やかにお茶会が始まりました。習ったばかりのお辞儀の形や立ち方を随所に生
かして、お互いにお茶を立て、おいしくいただきました。白木川の瀬音を聞き
ながら、暑さを忘れてゆったりした時間を過ごしました。（講師：鶴田宗光さん）

　７月26日のかんざき宿場まつりに合わせて浴衣着付け教室「ゆかたで
ＧＯ！！」を開催しました。
　脊振町の石隈裕子さんを講師にむかえ、参加者は初めて自分で着る浴
衣に大奮闘しつつも、楽しみながら教えていただきました。「初めて綺麗
に着れて嬉しかった」「なんとか出来るようになった」と喜びの声を残し、
みなさんお祭り会場へ向かっていました。
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月 日（曜） 内　　　容 場　　所

９月

10日（水） ほっとサロン10:30～14:30
神埼町保健センター
１階和室

21日（日） 吉村春生先生を囲んで座談会10:00～11:30
千代田町保健センター
１階和室

26日（金）
ほっとサロン
10:30～14:30
※午前中は、マナー講座

神埼町保健センター
１階和室

※どの会も参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。詳細は、「おむすび９月号」
　（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。

地域・家庭・学校支援コーディネーター“おむすびチーム”からのお知らせ

◎問い合わせ　神埼市教育委員会おむすびチーム　☎44-2731　

友だちと待ち合わせたり、
実家に立ち寄る感じで、お
一人でもお気軽にどうぞ！

「学校を休みがち」「うちの
子ちょっと心配」など話し
てみませんか。秘密は守ら
れます。

　親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家族教育を応援するチームです。また、
学校支援のボランティアもコーディネートしています。

☆学校へのボランティア活動のご紹介☆

▲志岐さん（104歳） ▲福島さん

　保健授業「長生きの達人・山登りの達人」のひみつを学ぼう！

 

♪魅力アップ「マナー講座」開催！　９月26日（金）10時30分～ 12時
講師：谷山美子先生　　　　　場所：神埼町保健センター

　ビジネスカレッジ専門学校・エアライン科、ブライダル科などでエレガンスマナーを担当したり、
佐賀市内の小・中・高校でマナー研修をするなど、幅広く活躍されています。
　先生の所作にみんなでうっとり♪しませんか。
※事前予約は不要です。

 

地域で子どもの育ちを見守
る活動の輪が少しずつ広
がっています。
草刈りや家庭科の補助な
ど、年に１回でもご協力い
ただけませんか。

ご
当
地
ソ
ン
グ
「
愛
逢
橋
」
を
発
売
！

　

歌
手
の
山
本
譲
二
さ
ん
の

そ
っ
く
り
さ
ん
と
し
て
活
動
す

る
タ
レ
ン
ト
山
本
譲
一
さ
ん
（
神

埼
町
田
道
）
が
、
神
埼
市
の
ご
当

地
ソ
ン
グ
「
愛
逢
橋
」
を
収
録
し

た
Ｃ
Ｄ
を
発
売
し
ま
し
た
。

　

譲
一
さ
ん
は
、
元
々
神
埼
市
で

建
設
業
を
営
ん
で
お
り
、
７
年
前

か
ら
山
本
譲
二
さ
ん
の
も
の
ま

ね
で
芸
の
道
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
後
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
、「
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流

祭
」
に
も
出
演
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
神
埼
市
の
た
め
に
、「
日

本
の
心
唄
ネ
ッ
ト
」
の
支
援
の
も

と
、「
愛
逢
橋
」
を
含
む
、
全
７

曲
が
収
録
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
を
発
売

し
ま
し
た
。

　

愛
逢
橋
の
情
景
や
そ
こ
で
出

会
う
二
人
の
縁
を
歌
っ
て
お
り
、

テ
ン
ポ
が
良
く
歌
い
や
す
い
の

が
特
徴
で
、
譲
一
さ
ん
は
、「
多

く
の
市
民
の
方
々
に
聴
い
て
も

ら
い
、
気
軽
に
口
ず
さ
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◎
Ｃ
Ｄ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
・
Ｉ
企
画　

山
本
譲
一

　

☎
５
２
‐
３
３
０
１
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～９月の「野菜の日」～

◆８日（月）9：00 ～
　手作り「オレンジゼリー」をおふるまい
　（先着50人）
◆18日（木）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
○新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。

旬の秋野菜
販売中！

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587
神埼市役所　商工観光課
☎37-0107

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

菱の里ちよだ ９：00 ～ 16：00
（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44-6092
千代田支所　農政水産課分室
☎44-2198

高取山公園「わんぱく館」

　秋の味覚の栗や秋野菜をご用意し

ています。ぜひご来館下さい。

　10月には感謝祭もあります。

◆感謝祭◆

　○とき　10月26日（日）

　※詳しくは「高取山公園わんぱく

館」へお問い合わせください。

◎問い合わせ

　わんぱく館　☎51-9020

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

　８月の千代田支所開催分には、３組３人が来庁されました。

◎問い合わせ　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定

と　き と こ ろ
９月２日（火） 18：00～　　

　　20：00
脊振支所

10月７日（火） 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

水車の里遊学館ギャラリー
と　き 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

９月10日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、どうぞお気軽においでください

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆休館日　　毎週火曜日
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日 催　　物 開演 入場料 主　　催

9月6日 土 『救急の日」記念式典 15:00 無料
主催　神埼市郡医師会　☎55-9360
　　　神埼市防災危機管理課　☎37-0104
　　　神埼消防署　☎52-3291

9月14日 日 第35回能に親しむ会
～万葉のロマン松浦佐用姫～ 13:00

指定席6,000円
自由席4,000円 
学生券2,000円 
＊はんぎーホール 
　にて好評発売中

主催　能に親しむ会
共催　神埼市、神埼市教育委員会
　　　神埼市文化連盟
後援　佐賀新聞社、西日本新聞総支局
　　　九州大槻同門会
福田清道　☎090-8410-4900

9月15日 月 ピアノ発表会 13:30 無料 水田直子　☎090-3661-0112
9月17日 水 第20回佐賀新聞金婚さん表彰 15:00 無料 佐賀新聞社（事業部）☎28-2151

9月18日 木 いきいき大学 10:00 年会費
1,000円 神埼市教育委員会　☎53-2325

9月21日 日 カラオケ喫茶シルク開店8周年記念
感謝祭「歌と踊りでふれあいましょう」 9:30 無料 カラオケ喫茶シルク

山本　☎53-2066

9月27日 土 第10回　懐かしのポップスコンサート 18:30
1,500円 

(当日券500円増し) 
＊はんぎーホール 
　にて好評発売中

ゲンキーズGO!GO!実行委員会
☎44-2051

※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

９月18日（木） 千代田文化会館
はんぎーホール

外国人留学生
～日本での日々～

弘堂国際学園校長
　山本　由子さん　

10月９日（木） 日帰りバス研修（事前申込者のみ）

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、農協会館前を午前９時30分に出発します。ご利用の方は遅れないようにご
集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館仮事務所（土木事務所１階）、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込
みください（平日17時15分まで）。講座日の受付でも手続きできます。　【教材費】年間 1,000円
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325

神埼市中央公民館

[ 出演者から一言 ]　
♪オカルテットより♪
　私たちは女性４人のサクソフォンカルテット「O'quartet」（オカルテット）です。サックスオリジナルの
曲からお馴染みの曲まで、幅広く演奏します。ぜひ、私たちに会いに来てくださいね。
♪マムマムマミーより♪
　脊振のママ友で楽しく仲良くやってます。素朴な土笛、オカリナの懐かしくて優しい音色をぜひ聴きに来
てくださいね。

○と　き　９月 13 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　脊振公民館２階　大会議室
○内　容　サクソフォン四重奏・オカリナ演奏
○出演者　O'quartet（オカルテット）
　　　　　マムマムマミー
○曲　目　オカルテット♪セビリア
　　　　　日本の唱歌・童謡より　銀河鉄道 999♪
　　　　　マムマムマミー♪野に咲く花のように
　　　　　The Rose　世界に一つだけの花♪

◎問い合わせ
　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

♪次回は２月に開催する予定です。親子で、
　ご家族で、また、お友達とお誘いあわせの
　うえ、ぜひご参加ください！（入場無料）

▲７月は「平和の旅へ」合唱団・さがの皆さん
　のコーラスでした。
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　「うちどく（家読）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「うちどく（家読）」です。
　神埼市立図書館には、うちどくオススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館（仮設）
（旧神埼土木事務所１階）

9：00～
18：00

火曜日(９日、16日、23日、30日)　・祝日
※９月２日（火）は開館します

神埼市立図書館
神埼市中央公民館
☎53-2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 土・日曜日・祝日 社会教育課　社会教育係

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 日曜日・祝日 脊振分館　☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

夏休み恒例の「読書チャレ
ンジ」夏休み期間中に読ん
だ本の数だけ、スタンプを
押しました。
参加者は、２学期に賞状を
お届けします！

　「おもやいどがしこでん」
を読んでみませんか。
　「市長さんといっしょに
おはなし会」で紹介した本
です。おもやいマップを見
て、歩いてみませんか。
　マップをご希望の方は、
図書館までどうぞ。

「世界文化遺産　富岡製糸場と
明治のニッポン」
 熊谷充晃/著　WAVE出版

「おねしょのかみさま」 
 長谷川義史/作　学研　

　祝！世界文化遺産「小さくても
強い、技術大国　ニッポン」を作
り上げた明治の人々の素顔、明治
時代の雑学に興味が湧いてきます。

　やっぱりきょうもおね
しょしてしまいました。
おねしょのかみさま、な
んとかしてください！
　人気作家の笑いと涙の
最新作。

９月のおすすめの本 

☆読書チャレンジにぎわいました☆

家読（うちどく）広がっています
　本を通して、地域の絆を深め、ふれあいを大切にしながらみん
なで本を読み、語り合う・・・そんなすてきな地区がひろがって
います。
　地域のみなさんと図書館のかけはしをしてくださっています。

鶴田地区　大島公民館長 姉川上分地区　城島公民館長

▲おもやいどがし
　こでん

▲おもやいマップ

～おはなし会～
出演　ラ・神埼
○とき　　９月27日(土)　午後２時～
○ところ　脊振分館（脊振2000年館　１階）

（仮設）神埼市立図書館
臨時開館のお知らせ
○臨時開館日
　９月２日（火）
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6ヶ月からの未就園児） ＊９月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

９月

4日（木） 全年齢児 おはなしな～に
千代田町保健センター11日（木）2歳以上児 リズム遊び

18日（木） 全年齢児 旗を作ろう
25日（木） 全年齢児 運動会 次郎体育館

10月
2日（木） 全年齢児 ふうせんで遊ぼう 千代田町保健センター
9日（木） 0,1歳児 保育園に行こう 西郷保育園

と　き ところ
2日（火）

千代田町保健センター9日（火）
16日（火）
30日（火） 馬郡公民館

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談お問
い合わせください。
○とき　月～金曜（祝日を除く）　9：00～16：00　　☎44-4908（神埼市子育て支援センター）　

　神埼市ファミリー・サポート・センターは、子育てのお手伝いを
してくださる方（提供会員）と子育ての手助けをしてほしい方（依
頼会員）との相互支援活動を行う会員組織です。
　誰もが気兼ねなく援助を頼めるように、地域で安心して子育てが
出来るように支援していただく、保育サポーター（提供会員）を募
集しています。
　子育てを終えた方や子どもが好きで、子どもに関わる活動をした
いと思っている方など、ふるってご参加下さい。

【こんな時に利用されています！】
・保育園や放課後児童クラブの送迎
・保護者が病院受診する時の保育
・一時預かりが利用できない場合の保育
　　　　　　　　　　　　　　　　など

25日（木）…今年もやってきま
したひだまりの運動会!!ママと一
緒に何をしようかな？はいはい
よちよち走ったり、ダンスや親
子競技もするよ。いっぱい身体
を動かして丈夫な身体を作ろう。

※いずれの企画も10：00～11：30で開催。

ひだまりの会で保育園を訪問します！
　来年度入園を考えているママ、保育園っ
てどんな所かみんなで見に行きません
か？10月9日(木)は、0，1歳児対象。西
郷保育園で園内参観後、園庭遊びを予定し
ています。10月１日（水)予約受付開始です。
　2歳以上児は10月後半にちよだ保育園
におじゃまします。

　ママサロンはママ同士が仲良し
になっていく場所です。一緒に子
どもと遊んだり製作活動をした
り、おしゃべりをして過ごします。
もっと遊びたい子ども達、ママ友
を作りたいママ達、ぜひ遊びに来
てください。
※ひだまりの会の詳し
　い内容はホームペー
　ジでご覧になれます。

★ファミリー・サポート・センターからのお知らせ★

保育サポーター（提供会員）追加募集！！

《保育サポーター養成講座　受講者受付中》
○実施予定（9：00～14：00）
　10月６日・７日・16日　（講義・保育実習）
　10月10日　　　　　　　（講義・調理実習）
　10月12日　　　　　　　（講義）
　10月16日　　　　　　　　修了証書授与
○場所　千代田町保健センター（講義・調理実習）
　　　　子育て支援センター（保育実習）

専門の講師に
よる充実した
カリキュラム

◎申込・問い合わせ　神埼市ファミリー・サポート・センター（千代田町保健センター内）	☎44-4908

センターのしくみ

依頼会員 提供会員

センター
事務局

①サポートの申込み
③提供会員の紹介

④事前打合せ（顔合わせ）
⑤サポート
⑥報酬の授受

②サポートの依頼
⑦活動報告書の提出
⑧補助金の交付
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

耳
触
り
の
よ
い
言
葉

性
の
種
類

　

都
議
会
で
セ
ク
ハ
ラ
や
じ
が
起
き

た
の
は
今
年
の
６
月
18
日
の
こ
と

で
し
た
。
妊
娠
や
出
産
に
関
す
る
質

問
を
し
て
い
た
女
性
議
員
に
対
し

て
「
自
分
が
早
く
結
婚
し
た
ら
い

い
じ
ゃ
な
い
か
」「
産
め
な
い
の
か
」

と
い
っ
た
や
じ
を
飛
ば
し
、
ま
わ
り

か
ら
拍
手
や
笑
い
が
起
こ
っ
た
と
い

う
も
の
で
す
。
女
性
の
社
会
進
出
の

必
要
性
や
少
子
高
齢
化
対
策
を
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
は
ず
と
思
え
る

人
々
の
中
で
起
こ
っ
た
こ
の
事
に
、

世
間
は
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
こ
と
で
す
が
、
小
学
生

た
ち
と
話
し
て
い
て
「
Ｏ
Ｌ
さ
ん
が

ね
、」
と
言
っ
た
ら
、「
Ｏ
Ｌ
さ
ん
っ

て
だ
れ
の
こ
と
？
」
と
聞
か
れ
ま
し

た
。「
え
っ
知
ら
な
い
の
？
」
と
思

わ
ず
聞
き
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
の
子
た
ち
に
と
っ
て
、「
Ｏ
Ｌ
」

と
い
う
言
葉
は
死
語
に
な
り
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。

　

か
つ
て
、
女
子
事
務
員
さ
ん
た
ち

は
、
Ｂ
Ｇ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ル
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
記
憶
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
英
語

圏
で
Ｂ
Ｇ
と
は
街
娼
の
こ
と
を
指

し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当
時
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
こ
の
言
葉
の
使
用
を
止
め
た
と

い
い
ま
す
。
そ
こ
で
週
刊
誌
が
新
し

い
言
葉
を
公
募
し
、
Ｏ
Ｌ
（
オ
フ
イ

ス
レ
デ
ィ
）
と
い
う
造
語
が
で
き
ま

し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
レ
デ
ィ
と
い

う
の
も
、
少
し
怪
し
げ
な
誘
惑
の
響

き
が
あ
り
、
外
国
の
人
は
戸
惑
っ
た

そ
う
で
す
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
女
性
が
社
会

に
出
て
行
く
こ
と
に
、
社
会
自
身
が

ま
だ
ぎ
こ
ち
な
い
と
い
う
世
相
を
よ

く
表
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
若
い
頃
、
す
べ
て
の
女
子
職

員
を
「
お
嬢
さ
ん
」
と
呼
ぶ
上
司
が

嫌
い
で
し
た
。
悪
気
の
な
さ
そ
う
な

温
厚
な
顔
で
そ
う
い
わ
れ
る
と
、
と

て
つ
も
な
い
分
厚
い
壁
を
感
じ
て
一

人
苛
立
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
、
性
差
の
な
い
「
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
ひ

ろ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ガ
ー
ル（
女

の
子
）
で
も
レ
デ
ィ
（
女
性
）
で
も

な
い
パ
ー
ソ
ン
（
人
）
で
す
。
女
性

も
、
呼
称
だ
け
は
、
や
っ
と
普
通
の

働
く
人
と
し
て
の
扱
い
に
な
っ
た
ん

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
的
な
差
別
や
偏
見
が
含
ま
れ

な
い
公
平
さ
を
め
ざ
し
て
、保
育
士
、

看
護
師
、
な
ど
多
く
の
言
葉
が
言
い

替
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
生
物

な
ど
の
名
前
も
「
バ
カ
ジ
ャ
コ
」
な

ど
人
を
傷
つ
け
る
様
な
名
前
は
改
名

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
こ
れ
で
「
人
が
人
ら
し
く

あ
り
た
い
と
願
う
根
源
的
な
も
の
」

を
押
し
流
す
流
れ
が
変
わ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
、
あ
の
都
議
会
の

「
セ
ク
ハ
ラ
や
じ
」
が
見
事
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
一
連
の
報
道
に
、

何
と
も
言
え
な
い
焦
燥
感
を
抱
い
た

人
も
多
か
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　

耳
触
り
の
良
い
言
葉
に
な
っ
た
だ

け
で
は
、
そ
の
本
質
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
逆
に
耳
触
り
が
良
い
だ
け
に
本

質
が
隠
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　

言
葉
の
言
い
換
え
だ
け
で
は
な
　

長
い
こ
と
オ
ス
に
出
あ
わ
な
い
と

メ
ス
で
あ
る
自
分
が
オ
ス
に
な
っ
て

し
ま
う
不
思
議
な
魚
が
い
る
と
は
高

校
の
頃
の
生
物
の
時
間
に
習
い
ま
し

た
が
、
人
間
も
負
け
ず
劣
ら
す
不
思

議
な
生
き
物
だ
と
思
い
ま
す
。
性
別

を
単
純
に
、
男
と
女
に
わ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
ら
し
い
の
で
す
。

　

厳
密
に
性
を
区
別
す
る
と
、
大
枠

で
64
種
類
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

は
、
今
年
か
ら
自
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
性
別
登
録
を
、
56
種
類
か
ら
選

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、

今
ま
で
は
、
男
女
と
い
う
２
つ
の
性

別
の
ど
ち
ら
か
し
か
選
べ
な
か
っ
た

の
が
、
56
種
類
の
性
の
な
か
の
自
分

に
一
番
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
載
せ
る
こ
と
が
出

来
る
と
い
う
の
で
す
。

　

男
性
、
女
性
、
以
外
に
ど
う
い
う

も
の
が
あ
る
か
と
い
う
と
、「
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
や
、「
シ
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」、「
イ
ン
タ
ー
セ
ッ
ク
ス
」、

「
55
種
類
中
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

な
ど
な
ど
で
す
。

　

安
心
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
側
の
配
慮
だ
そ
う
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
日
本
で
は
ま
だ
使

え
な
い
そ
う
で
す
。

　

こ
の
性
別
の
種
類
の
多
さ
に
、

「
男
」「
女
」
の
枠
に
は
め
ら
れ
て
息

苦
し
く
一
生
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
々
が
、
い
か
に
多
い
か
と

い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
知
り
ま
し

た
。

い
、そ
の
本
質
ま
で
も
置
き
換
え
た
、

よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て
い
く
努

力
は
、
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
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こども健康カレンダー（９月１日～10月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

9月

1日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30
神埼町保健センター

1歳未満の乳児
8日（月） 乳幼児相談 9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児
9日（火） リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ 9：30～10：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児

17日（水）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30

神埼町保健センター
平成25年1月～ 2月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

24日（水）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成 22年12月～平成23年1月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満
26日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成26年5月～ 6月生

10
月

3日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30
神埼町保健センター

0歳～就学前までの乳幼児
6日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 1歳未満の乳児

14日（火） 乳幼児相談 9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

15日（水）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成25年2月～ 3月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

９月７日

（日）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

９月14日

（日）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

９月15日

（月・祝）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394ー1
☎55－6566（小）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

９月21日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

９月23日

（火・祝）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

９月28日

（日）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52－4185（内・小）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

10月５日

（日）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51-1110（内・胃）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

10月12日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀2504－1
☎52-1525（内）　

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

☆フッ化物塗布のご予約は、千代田町保健
　センターまでお願いします。

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

かるがもランド
～英語で遊ぼう！親子で楽しいひとときを～

健 康

○と　き　９月30日（火）10：15（受付）～11：45
○ところ　神埼町保健センター
○内　容　英語で遊ぼう　講師：北御門織絵さん
○主　催　神埼市母子保健推進協議会

講師の先生をお迎えして、手遊び・からだ遊びをし
ます。
就学前までのお子さまと保護者の皆さん、お友達
お誘い合わせの上、
お気軽にお越しくだ
さい。ティータイム
もあります♪
※参加費は無料です。

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　☎51-1234
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● 

募　

集 

●

初
級
日
本
語
集
中
講
座
参
加
者

神
埼
市
櫛
田
宮
子
ど
も
相
撲
大
会

　
　
　
　

参

加

者

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅
」　

　
　
　
　

番
組
へ
の
お
手
紙

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

マ
マ
と
パ
パ
に
な
り
た
い
方
の　

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

～
不
妊
治
療
を
お
考
え
の
方

　
　
　
　
　

の
た
め
に
～

○
と
き　

10
月
４
日
（
土
）

�

（
雨
天
決
行
）

　

午
後
１
時
集
合

　

午
後
１
時
30
分
試
合
開
始

○
と
こ
ろ

　

櫛
田
宮　

相
撲
場
（
神
埼
町
）

○
内
容

　

個
人
戦
・
団
体
戦
（
３
人
１
チ
ー

ム
）
※
１
人
で
も
参
加
可

○
参
加
対
象
者
（
男
女
不
問
）

　

幼
児
（
年
長
程
度
）

　

小
学
生
～
中
学
生

○
申
込
締
切
日　

９
月
26
日
（
金
）

◆
大
会
に
向
け
て
の
練
習
会

　

毎
週
月
曜
日
（
９
月
15
日
の
み
休

み
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
櫛
田
宮

相
撲
場
に
お
い
て
実
施

申

・
問

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
仮
設
事
務
所

（
元
神
埼
土
木
事
務
所
１
階
）
内

　

神
埼
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
事
務
局

　

☎
５
３
‐
２
３
２
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

５
３
‐
４
９
４
０

　

不
妊
治
療
を
始
め
た
方
が
い
い
の

か
、
治
療
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
の
か
？
不
妊
治
療
を
正
し
く
知
っ

て
、
不
安
が
軽
減
で
き
る
よ
う
に
応

援
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
、不
妊
治
療
で
悩
ん
で
い
る
方
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き　

10
月
４
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
30
分
か
ら
）

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ
第
３
研
修
室

　

佐
賀
市
天
神
３
丁
目
２
‐
１
１

○
内
容

　

①
講
演
「
不
妊
治
療
最
前
線
」

　

②
講
演
「
不
妊
治
療
と
上
手
に
つ

き
合
う
た
め
に
」

　

③
治
療
体
験
者
に
よ
る
体
験
発
表

○
対
象
者

　

不
妊
な
ど
に
悩
む
本
人
・
家
族

　
（
先
着
90
人
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

○
参
加
料　

無
料

○
主
催

　

佐
賀
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

申

・
問

　

佐
賀
県
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

母
子
保
健
福
祉
担
当

　

☎
３
０
‐
２
１
８
３

○
目
的

　

日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
外
国
籍
住

民
の
方
が
、
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
日
時

　

９
月
12
日
（
金
）
～
15
日
（
月
）、

20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

　

９
時
～
16
時

　
（
最
終
日
は
、
18
時
ま
で
）

○
場
所　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

○
対
象

　

来
日
直
後
の
外
国
籍
住
民
、
日
本

語
専
門
家
に
よ
る
初
期
指
導
を
受

け
て
い
な
い
、
又
は
体
系
的
に
日

本
語
学
習
を
し
て
い
な
い
方

○
定
員　

10
人

○
参
加
費　

無
料

　

※
た
だ
し
、
資
料
代
５
０
０
円
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

申

・
問

　

佐
賀
県
日
本
語
学
習
支
援
”
カ
ス

タ
ネ
ッ
ト
”　　

担
当
：
有
瀬

　

☎
０
８
０
‐
５
２
８
９
‐
３
６
３
９

　

平
成
23
年
春
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム
で
始
ま
っ
た
「
に
っ
ぽ

ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅
」。
個
人
の
心

の
中
に
あ
る
思
い
出
の
場
所
な
ど
、

そ
の
場
所
に
ま
つ
わ
る
個
人
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
番
組
タ
イ
ト
ル

　

に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅

　
（
２
０
１
４
〝
秋
の
旅
”）

○
放
送
日
時

　

９
月
22
日
（
月
）
～

　
　
　
　

12
月
19
日
（
金
）

　
（
月
～
金
）

　
　

７
時
45
分
～
７
時
59
分

　
（
火
～
金
）

　
　

19
時
～
19
時
29
分

※
佐
賀
県
の
放
送
予
定
は
、
11
月
10

日
（
月
）
か
ら
14
日
（
金
）
で
す
。

○
手
紙
の
内
容

　

皆
さ
ま
の
心
の
中
に
あ
る
「
何
気

な
い
風
景
」「
思
い
出
の
風
景
」「
忘

れ
ら
れ
な
い
風
景
」「
み
ん
な
に

伝
え
た
い
風
景
」
な
ど
（
文
字
数

制
限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
募
集
締
切

　

10
月
７
日
（
火
）
必
着

申
・
問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
０
４
６
５
‐
１
３
２
７

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

東
京
都
渋
谷
区
神
南
２
‐
２
‐
１

有
料
広
告

有
料
広
告
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～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

「
ゆ
と
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に　
　
　

　
　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
８
回
佐
賀
県　
　
　
　
　

　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

佐
賀
中
部
広
域
連
合
の
火
災
予
防

条
例
が
一
部
改
正
に
な
り
ま
す

神
埼
歩
こ
う
会　
　
　
　
　

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会

平
成
26
年
度
障
害
者
就
職
面
接
会

子
育
て
サ
ロ
ン『
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
』

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

○
と
き
・
内
容

【
９
月
】（
毎
週
月
曜
日
開
催
）

・
１
日　

小
麦
粉
粘
土
あ
そ
び

・
８
日　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
大
好
き
（
製
作
）

※
写
真
を
１
、
２
枚
ご
持
参
く
だ
さ

い
・
22
日　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
（
１
歳
３
ヶ
月
未
満
）

・
29
日　

園
庭
開
放
日

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
10
時
～
）

※
予
約
不
要
。
時
間
内
は
随
時
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

大
立
寺
幼
稚
園

　
　
　
　
　

子
ど
も
の
家
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

● 

お
知
ら
せ 

●

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

※
参
加
費
、
申
込
み
不
要

問

佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
３
‐
５
０
６
０

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
と
き　

９
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

○
集
合
場
所　

J
R
神
埼
駅

○
行
き
先

　

佐
賀
市
、
多
布
施
川

　

み
ず
も
の
が
た
り
館

※
弁
当
持
参
、雨
天
時
は
原
則
中
止
。

※
年
会
費　

１
，５
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

有
料
広
告

有
料
広
告

　

10
月
と
11
月
に
ノ
ー
残
業
や
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
、
労

働
時
間
短
縮
に
取
り
組
む
「
ゆ
と
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
参
加
す
る
事
業
所

を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
締
切　

９
月
30
日
（
火
）

申

・
問　

佐
賀
県　

雇
用
労
働
課

　

☎
２
５
‐
７
１
０
０

　

ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
薬

物
、
ゲ
ー
ム
、
買
い
物
･
･
･
。
あ

な
た
自
身
や
あ
な
た
の
身
近
な
人

に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
で
気
に
な
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

気
に
な
っ
て
い
る
そ
の
こ
と
は
、

も
し
か
し
た
ら
「
依
存
症
」
と
い
う

病
気
か
も
･
･
･
。

○
と
き　

10
月
４
日
（
土
）

　

12
時
30
分
～
16
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

西
九
州
大
学
神
埼
キ
ャ
ン
パ
ス

○
内
容

　

講
演
「
人
は
だ
れ
で
も
生
き
る
た

め
に
依
存
し
て
い
ま
す
」

　

講
師　

福
岡
県
立
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　
　

四
戸　

智
昭
先
生

※
そ
の
他
、
体
験
談
発
表
や
ミ
ー

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る

方
に
、
多
く
の
企
業
と
の
就
職
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
の
場
を
提
供
し
、

企
業
に
お
か
れ
て
は
障
害
者
雇
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
と
企

業
の
出
会
い
の
場
と
し
て
「
障
害
者

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
15
日
（
水
）

　

13
時
30
分
～
16
時

○
場
所　

佐
賀
県
総
合
体
育
館

　
　
　
　
（
大
競
技
場
）

　

佐
賀
市
日
の
出
１
‐
２
１
‐
１
５

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
賀

　

☎
２
４
‐
４
５
１
０
（
求
職
者
）

　

☎
４
１
‐
９
３
０
３
（
事
業
者
）

　

平
成
25
年
８
月
15
日
に
福
知
山
市

の
花
火
大
会
で
３
人
も
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
、
56
人
の
負
傷
者
を
出
す
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
火
災
を

踏
ま
え
火
災
予
防
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
す
。

○
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し
で
火

気
器
具
を
使
用
す
る
露
店
等
に
は

次
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

・
露
店
を
開
設
す
る
際
の
届
出

・
消
化
器
の
準
備

○
大
規
模
な
催
し
の
う
ち
、
消
防

署
長
が
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
主
催
者
に
対
し
次
の
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

・
防
火
担
当
者
の
選
任

・
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
計
画
の

作
成

・
こ
れ
ら
の
計
画
の
提
出
な
ど

※
こ
れ
ら
の
計
画
の
提
出
を
怠
っ
た

主
催
者
に
対
し
て
は
罰
則
規
定
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問

佐
賀
広
域
消
防
局
神
埼
消
防
署

　

☎
５
２
‐
３
２
９
１

● 

相　

談 

●

　

融
資
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
、
返

済
の
見
直
し
や
経
営
課
題
解
決
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
料

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
と
き　

９
月
９
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２



26市報かんざき 2014. ９月号

有
料
広
告

有
料
広
告

無

料

調

停

相

談

会

発
達
障
が
い
者
専
門
相
談
窓
口

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

○
と
き　

９
月
11
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

　

調
停
制
度
の
手
続
き
、
利
用
方
法

に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
民
事
お
よ
び

家
事
調
停
委
員
、
弁
護
士
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）。

○
と
き　

９
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

佐
賀
市
民
会
館

○
相
談
内
容

　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動
産
、

交
通
事
故
、
相
続
、
離
婚
、
家
庭

内
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

※
予
約
不
要

問

佐
賀
調
停
協
会

　
（
佐
賀
家
庭
裁
判
所
内
）

　

☎
２
３
‐
３
１
６
１

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
適

切
な
医
療
機
関
、
相
談
機
関
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

９
月
22
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
１
回
50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

募集種目 受験資格 受付期間 １次試験日 試験場

航空学生 高卒（見込含）21歳未満の者
９月９日（火）まで

９月23日（火・祝） 佐賀県青年会館

一般曹候補生
（男女） 18歳以上27歳未満の者

９月20日（土） 佐賀ＪＡ会館
鳥栖サンメッセ

自衛官候補生 18歳以上27歳未満の者
男子

９月９日（火）まで
女子 ９月29日（月） 目達原駐屯地

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

～
悩
ん
だ
ら　

抱
え
込
ま
ず
に　

　
　
　
　

＃
９
１
１
１
～

　

警
察
で
は
、
警
察
相
談
専
用
電

話
「
＃
９
１
１
１
」
番
に
ち
な
ん
で
、

毎
年
９
月
11
日
を「
警
察
相
談
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
メ
ー
ル
や
電
話
が
あ
っ
た

り
、
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
方
の
た
め
に
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

＃
９
１
１
１

※
電
話
回
線
が
「
ダ
イ
ヤ
ル
式
」「
一

部
Ｉ
Ｐ
電
話
」
か
ら
は
、「
２
６

‐
９
１
１
１
」
番
に
お
か
け
く
だ

さ
い
。

問

神
埼
警
察
署　

　

☎
５
２
‐
２
１
１
４

○
と
き　

10
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

○
と
こ
ろ

　

ほ
ほ
え
み
館
（
佐
賀
市
）
４
階　

○
内
容

　

土
地
・
建
物
の
登
記
、
隣
接
地
と

の
筆
界
（
境
界
）、
戸
籍
の
届
出

や
国
籍
、
遺
言
・
成
年
後
見
、
い

じ
め
な
ど
の
人
権
相
談

問

佐
賀
地
方
法
務
局　

総
務
課

　

☎
２
６
‐
２
１
４
９

成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会

︵
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
相
談
会
︶

○
と
き　

９
月
15
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

　

ア
バ
ン
セ　

４
階
第
１
研
修
室

○
相
談
料　

無
料

○
内
容

　

成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
に
関
す

る
こ
と

○
相
談
員

　

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士

問

（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

　

☎
２
９
‐
０
６
２
６
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談行政・人権相談

家庭児童相談・母子自立支援相談

消費生活相談

まずは法テラスへ

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

９月
5日（金）

10：00～12：00
神埼市役所 ３－３会議室東側

12日（金） 千代田支所 ２－３会議室

10月
10日（金） 千代田支所 ２－３会議室
20日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－３会議室東側

※10月20日（月）は、行政・人権相談との合同相談日となっています。
○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

９月
9日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

12日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
22日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

10月
14日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
17日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
20日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－３会議室東側

※10月20日（月）は、くらしの相談との合同相談日となっています。
○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　９月18日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　９月16日（火）まで
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご
相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050－3383－5510

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日
  9：00～12：00
13：00～15：00
（祝日を除く）

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　９月19日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　９月６日（土）、18日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　９月20日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○と　き　　９月18日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　　千代田町福祉センター
○受　付　　９月16日（火）まで　　※要予約
○定　員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　千代田支所　☎44-3121

〇相談日　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　９：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00
〇弁護士相談
　毎週水曜日　13：00 ～ 16：00（予約制・要相談）
◎問い合わせ
　佐賀県交通事故相談所（佐賀県くらしの安全安心課）
　☎25-7061

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）

交通事故相談
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　４世紀頃に漢字（千字文）や論語をはじめ百済文化を日本へ伝えたとい
われる王仁博士の生誕地を訪問するツアーが８月１日から３日までの３日
間行われました。
　訪問ツアーは、神埼町竹原地区にある「王仁天満宮」の石祠を神埼市の
新たな観光資源として位置付け、その利活用について調査を行うとともに、
一人でも多くの市民に王仁博士の功績を認識していただくことを目的とし
て、2008年から行われています。
　今回のツアーは、松本市長をはじめ、議会、観光協会、竹原地区などか
ら22人が参加し、１日目は霊岩郡庁を表敬訪問、２日目は王仁博士遺跡地
と国立光州博物館などを見学、３日目は、台風12号が接近する中、光州市
から釜山まで約３時間30分のバスの旅となりました。
　霊岩郡庁の表敬訪問では、６月の統一地方選挙で、新しく郡守に就任さ
れた田東平（チョン・ドンピョン）郡守から歓迎の挨拶があり、松本市長
は「神埼の地は、約2000年前から韓国とのつながりが強い。この度、王仁

博士顕彰公園基本計画を策定し、王仁
博士の偉業を顕彰する取り組みが一歩
前進した」とあいさつしました。田郡守も「神埼市との交流は今後も継続してい
きたい。神埼市の取り組みについて霊岩郡は協力していく」と今後の友好関係が
さらに発展していくことを強調されました。
　また、夜は歓迎晩さん会が開かれ、霊岩郡守はじめ郡議長や霊岩郡庁関係者と
ともに交流を深めました。

王仁博士の生誕地（韓国霊岩郡）を訪問

▲霊岩郡庁玄関

▲王仁廟（王仁博士遺跡地内）

▲歓迎式で松本市長から田郡守に
　記念品の贈呈 ◎問い合わせ　商工観光課　商工観光係　☎37-0107

日
中
の
友
好
を
深
め

～
脊
振
中
の
生
徒
が
山
西
大
学
付
属
中
学
校
を
訪
問
～

た
。

　

今
回
の
訪
中
で
は
、
他
に
も
天
安

門
や
万
里
の
長
城
な
ど
の
世
界
遺

産
も
見
学
し
、
国
際
的
な
視
野
を
広

げ
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
訪
問
し
た
生
徒
の
感
想

を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
自
分
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
西
大
学
附
属
中
学
校
と
の
交

流
で
は
、盛
大
に
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
も
最
初

は
緊
張
し
て
い
た
け
れ
ど
英
語
で

話
し
、
う
ち
と
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

初
め
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
の
活
動
も
い
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。

　

８
月
17
日
～
21
日
の
５
日
間
、
松
本
市
長
を
団

長
に
脊
振
中
学
校
の
生
徒
６
人
が
中
国
を
友
好
訪

問
し
ま
し
た
。

　

同
校
と
中
国
の
山
西
大
学
附
属
中
学
校
は
姉
妹

校
と
し
て
交
流
を
続
け
て
お
り
、
今
年
で
26
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
互
い
の
歌
や
踊
り
を

披
露
し
、
そ
の
後
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
を
行
い
、
中

国
の
文
化
や
生
活
の
様
子
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し

脊振中学校３年
藏戸　史穂さん

▲生徒みんなで盆踊り

▲天安門前で記念写真

▲出発式の様子

▲山西大学附属中学校の校舎



29 市報かんざき 2014. ９月号

　今年も市内各町で夏まつりが開催されました。各会場には、多くの市民やお盆でふるさとに帰省した人な
どが集い、子どもから大人まで思い思いにそれぞれの夏まつりを満喫しました。
　今年も昨年同様、夏まつりスタンプラリーも行われました。

神埼市３大夏まつり

かんざき宿場まつりかんざき宿場まつり7/26

わんぱくまつりわんぱくまつり8/23

城原川ハンギーまつり城原川ハンギーまつり8/12

▲スタートはみんなでパレード

▲子どもみこしも同時開催

▲迫力の神舞太鼓

▲ヤマメとれたよ！ ▲おいしそうに焼けたヤマメ

▲せふり保育園児のかわいい踊り

▲オカリナの美しいハーモニー ▲自衛隊による迫力の面浮流

▲中学生もお店を営業

▲トロンボーンの生演奏

▲かっこいいヒップホップダンス

▲そうめんの早食い競争
▲スタートは吹奏楽部による演奏

▲迫力満点の打ち上げ花火

▲大人も子どもも盆踊り

▲みんなで総踊り▲シャボン玉ではしゃぐ子どもたち

▲賑わう祭り会場

　今年も市内各町で夏まつりが開催されました。各会場には、多くの市民やお盆でふるさとに帰省した人な
どが集い、子どもから大人まで思い思いにそれぞれの夏まつりを満喫しました。

神埼市３大夏まつり
　今年も市内各町で夏まつりが開催されました。各会場には、多くの市民やお盆でふるさとに帰省した人な

　今年は台風で延期となり、夜の部
のみの開催となりました。

15分00秒～
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　神埼市にはそれぞれ３つの町を代表する夏祭りが
ありますが、そのトップを飾り、『長崎街道かんざ
き宿場まつり』が、７月26日、神埼町の櫛田宮と
その周辺で賑やかに行われ、私達『ＭＹ　ＤＥＡＲ
神埼』スタッフ３人も取材を兼ねて参加してきまし
たε≡≡ﾍ( ´Д`)ﾉGO ！
　今年は、このお祭りが20回目を迎えることと、
長崎街道の「整備竣工記念」も兼ねて準備が進めら
れ、当日は市長や関係者の皆さんによるくす玉割り
が祭りに華を添えていました ヽ ( ﾟ∀ﾟ )ﾒ( ﾟ∀ﾟ )ﾒ( ﾟ
∀ﾟ )ﾉｵﾒﾃﾞﾄｰ♪
　私は？と言うと、昨年まではＦＭ佐賀としてブー
ス展示をしていた事もあり、「お祭りを見に行く！」
と言うよりはスタッフとして参加している感が強く、
実はあまりしっかりとお祭りを回る事が出来ていな
かったのですが、今回はブース展示を止め、取材のみ
に専念した事もあってじっくりとお祭りに参加するこ
とが出来ましたヽ (=´▽`=)ﾉﾜｰｨ♪
　そうすると、櫛田宮の能舞台でもステージイベン
トがあっていた事や、長崎街道沿いのいたる所で「す
いか割り」や「ストラックアウト」「そうめん流し」
など、それぞれが趣向を凝らした手作りのゲームを
されており、「あ！ここではこんな事やってたんだ
＼(◎o◎) ／」など、毎年取材をしていたにも関わ
らず、まだまだ知らなかったことが沢山あり、嬉しい
驚きと新たな発見だらけのお祭り参加になりました♡
　しかも、すべてのゲームコーナーで参加券を手に
した方の行列が出来ており、皆さんが本当に楽しそ
うにゲームに参加され、そこにはほのぼのと、どこ
か郷愁を誘う昔なつかしい夏祭りの様子が展開され
ていました(*^^*)
　また、取材をしていると「おのさぁ～～～ん♪」と
ワタシを呼ぶ声が( ﾟдﾟ )ﾀﾞﾚ？振り向くと『私で～す！
お茶で～す！覚えてますか？』と言いながら、背の高
いスマートで綺麗な若い女性が私の方を見て手を振る
姿が！近づいてみると、以前『お茶』と言うラジオネー
ムで番組にメッセージを送ってくれた西九州大学の学
生さんでした☆･: ﾟ *ｵｫヾ (o´∀｀o)ﾉｫｵ* ﾟ :･☆
　その時の投稿内容は？と言うと、『西九州大学で
神埼市の住民総合健診の受診率を高める活動をして
います。マイディア神埼でもぜひ取り上げてくださ
い』という内容でした。大学生が神埼市の為に地域
活動をしてくれているのが嬉しく、すぐにメールを
番組の中で紹介し、受診を呼び掛けたことが思い出

されました　ｳﾚｼｰ (*´･ω･)(･ω･｀*)ﾈｰ♪
　そこで『番組聴いてくれた？いつもラジオ聴い
てくれているの？』と質問したところ、『車で通学し
ているので毎週マイディア神埼聴いてますよ！』とい
う、これまた嬉しい答えが返ってきました ﾜｰｲヽ ( ﾟ∀
ﾟ )ﾒ( ﾟ∀ﾟ )ﾒ( ﾟ∀ﾟ )ﾉﾜｰｲ（ちなみにこのお茶さんは宿
場祭りでは、西九州大学おもてなし課主催『ゆかた
賑わいコンテスト』
にも出場し全力の
パフォーマンスで
開場を沸かせてく
れ て い ま し た よ
(*^^)ﾔﾙﾈ♪）
　このように普段
はメッセージと声
だけの繋がりしかないリスナーの皆さんとの
嬉しい御対面が出来るのもイベント取材ならでは♡
　更に今年は、「ＦＭ佐賀」としてのブースを設け
ていなかったので、お祭りの途中で神埼市役所の商
工観光課のブースで、スタンプラリーの受付や、抽
選券の投函ＢＯＸでお留守番を兼ねてお手伝いした
んですが、こちらも市民の皆さんの参加率の高さを
改めて実感する事ができました＼(◎o◎) ／ｽｺﾞｰｨ !!
お手伝いと言っても10分～ 15分ほど座っていただ
けなのですが、その間も「スタンプカードください」
とか「スタンプ押して～♬」「抽選券どこでもらえ
ますか？」などのお問い合わせも多く、市民の民さ
んがこのお祭りを楽しみにしてくださっているのが
よくわかりました。
　市民の皆さんと行政、そして市内の大学や団体の
皆さんが一致団結し、昔ながらの祭りの楽しさを伝
え残している『長崎街道かんざき宿場まつり』ぜひ
これからも大切に残して欲しい故郷神埼の素晴らし
い風景の１つだと実感した！そんな今年の夏祭りで
した(#^.^#)
　来年の夏が今から楽しみですね(´∀｀*)ﾎﾟﾜｰﾝ
 『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』おのくみこ☆

第５回
「～５年目にして新たな発見と
　　　　　夏祭りを堪能した日～」



郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ⑪
　神埼郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献した
偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介しています。

（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）

脊
振
郵
便
局
長
、ジ
ャ
ピ
ー
機
遭
難
の
救
助
と
通
信
に
活
躍

小
学
校
の
校
長
を
歴
任
し
、
神
埼
町
史
の
編
者

八は
ち

谷や 

源げ
ん

吾ご

野の

田だ 

常つ
ね

三ぞ
う

明
治
28
年（
１
８
９
５
）〜

　

昭
和
43
年（
１
９
６
８
）

脊
振
村
一
番
ヶ
瀬 

生
ま
れ

明
治
29
年（
１
８
９
６
）～

　

昭
和
49
年（
１
９
７
４
）

神
埼
町
岩
田 

生
ま
れ

　

源
吾
は
、脊
振
村
一
番
ヶ
瀬
に
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

16
歳
で
長
崎
逓て
い

信し
ん

教
習
所
に
入
学
し
逓
信
教
育
を
学
び
ま
し
た
。
脊
振

村
は
山
間
僻へ
き

地ち

で
村
内
の
連
絡
は
全
て
徒
歩
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

大
変
不
便
な
と
こ
ろ
で
、
電
信
電
話
の
重
要
な
こ
と
を
常
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
逓
信
教
習
所
卒
業
後
は
、
脊
振
郵
便
局
に
勤
務
し
、
大
正
12

年
６
月
、
若
く
し
て
脊
振
郵
便
局
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
長
な
ど
と
話
し
合
い
、
電
信
電
話
の
設
置
を
再
三
熊
本
逓
信
局
に

陳
情
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
７
年
神
埼
～
脊
振
～
三
瀬
の

間
を
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
７
年
電
信
電
話
事
業
取
扱

と
電
報
速
達
が
開
始
さ
れ
、
同
８
年
に
は
速
達
郵
便
取
扱
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
11
年
11
月
19
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
飛
行
家
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ

ピ
ー
氏
が
脊
振
山
に
墜
落
し
た
時
は
、
電
話
が
あ
っ
た
た
め
佐
賀
新
聞

社
や
福
岡
の
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
等
に
素
早
く
連
絡
を
取
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
連
絡
が
早

か
っ
た
の
で
一
命
を
取

り
止
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

源
吾
は
、
非
常
に
人

情
に
厚
く
頼
ら
れ
る
人
、

頼
み
甲
斐
の
あ
る
人
と

し
て
人
々
の
信
頼
が
厚

か
っ
た
そ
う
で
す
。

 

常
三
は
、
神
埼
町
岩
田
で
四
男
六
女
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
佐
賀

中
学
校
、
佐
賀
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
伊
万
里
地
区
の
小
学
校
の
先
生
と
な
り

ま
し
た
。
20
代
の
若
き
校
長
と
し
て
、
若
木
・
武
内
・
相
知
・
千
歳
・
三
田
川
・

神
埼
と
各
小
学
校
を
歴
任
し
、
戦
後
は
西
郷
小
学
校
校
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
公
職
追
放
令
に
か
か
る
問
題
が
発
生
し
、
退
職
後
は
農
業
に
専
念

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
公
職
追
放
令
解
除
後
に
は
、
公
民
館
長
、
教
育
委

員
長
、
老
人
会
長
な
ど
要
職
に
就
き
、
文
化
活
動
社
会
教
育
に
と
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
、国
か
ら
勲く
ん

章し
ょ
う

を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
17
年
頃
、
農
繁
期
に
子
ど
も
達
の
一
時
預
か
り
を
西
郷
地
区
婦
人
会

長
で
民
生
委
員
で
も
あ
っ
た
妻
ク
ニ
と
開
所
し
、
地
区
へ
の
手
助
け
も
行
い

ま
し
た
。
農
繁
期
に
は
多
く
の
子
ど
も
達
が
一
時
預
か
り
所
に
集
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

　

常
三
は
、
歴
史
学
者
（
郷
土
史
家
）
で
も
あ
り
、
昭
和
42
年
か
ら
は
神
埼

郷
土
研
究
会
副
会
長
を
務
め
ま
し
た
。「
神
埼
町
史
」
の
編へ
ん

纂さ
ん

に
尽
力
し
ま

し
た
。
室
町
・
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代

の
神
埼
地
方
の
状
況
を
執
筆
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岩
田
に
存
在
し
た
松
厳
山
青

龍
寺
の
研
究
も
行
い
、「
日
本
武
将
龍

造
寺
隆
信
・
川
副
博
著
」
出
版
時
の
校

正
等
研
究
調
査
・
史
実
と
し
て
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
に
精
力
的
に
力
を
注
が

れ
、
文
化
面
、
郷
土
史
等
に
大
き
な
功

績
を
残
し
ま
し
た
。

※
「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲ジャピー氏歓迎の時
　後列右から２人目

▲岩田天満宮（旧）前にて
　農繁期の子ども達の一時預かり所
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シ
リ
ー
ズ 

７

　
　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上

や
交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
性
的
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
美
し
く
楽
し
い
絵
手
紙
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル

を
紹
介
し
ま
す
。

未　

来　

塾　

未
来
塾
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
広

め
て
未
来
ま
で
続
け
た
い
、
と
の
願
い

を
込
め
て
約
８
年
前
に
発
足
し
ま
し

た
。
指
導
者
は
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認

講
師
の
古
川
博
（
ふ
る
か
わ
ひ
ろ
む
）

さ
ん
。
現
在
７
人
の
会
員
が
毎
月
２
回
、

教
室
に
集
ま
り
作
品
作
り
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
験
年
数
は
発
足

当
初
か
ら
の
人
や
初
心
者
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

絵
手
紙
は
画
仙
紙
（
が
せ
ん
し
）
は

が
き
に
顔
彩
（
が
ん
さ
い
・
絵
の
具
）

や
墨
を
用
い
て
、
花
・
野
菜
・
果
物
な

ど
の
身
近
な
も
の
や
山
水
画
の
よ
う
な

風
景
を
描
き
、短
い
言
葉
を
添
え
て
「
絵

の
あ
る
手
紙
」
と
し
て
相
手
に
気
持
ち

を
届
け
る
も
の
で
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
下
手
で
い
い
・
下
手

が
い
い
」
で
絵
心
は
不
要
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
よ
り
も
普
段
着
の
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

と
は
い
え
、
絵
や
文
字
の
配
置
、
使
用

す
る
色
や
微
妙
な
濃
淡
な
ど
に
気
配
り

が
求
め
ら
れ
、
会
員
は
こ
れ
ら
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
完
成
し
た
作
品
は
古
川
さ
ん
や
会

員
が
相
互
で
出
来
栄
え
を
評
価
し
、
次

の
作
品
作
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
絵
手
紙
グ
ル
ー
プ
の
交
流
展
に
は
、

自
信
作
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
「
世
界
に
一
枚
だ
け
の

作
品
を
作
る
こ
と
が
楽
し
い
」「
絵
手

紙
で
友
人
を
励
ま
す
こ
と
が
嬉
し
い
」

「
仲
間
に
会
え
る
こ
と
が
楽
し
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
、
作
品
作
り
の
難
し

さ
と
と
も
に
、
周
囲
と
の
絆
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

古
川
さ
ん
は
絵
手
紙
を
通
し
て
人
と

の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
思
い
を
伝
え
、

活
動
を
続
け
た
い
と
、
会
員
の
増
加
を

願
っ
て
い
ま
す
。

◎問い合わせ
　古川　博さん
　☎090-2584-9636

取り付け・取り外しまで
なんでも気軽にご相談ください！

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム
★住宅メンテナンス診断士資格有

エアコンクリーニング
￥5,000～住まいの便利屋

ほんとに何でもやってます

新規キャンペーン実施中！

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

有
料
広
告
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

吾
が
里
は
ま
だ
水
清
し
芹
の
は
な

�

藤
山　

初
次

住
む
と
こ
ろ
美う
ま

し
国
や
半は

ん

夏げ

生し
ょ
う

�

牟
田
口
則
子

君
思
ふ
く
ち
な
し
の
花
勾
ひ
を
り

�

香
月
富
士
雄

デ
イ
ケ
ア
の
七
夕
飾
り
賑
や
か
に

�

井
上　

豊
美

短
夜
の
夢
に
夫
の
足
の
見
え

�

松
本　

都
子

涼
し
さ
や
母
の
忌
に
皆
奥
座
敷

�

畑
石
蝌
蚪
子

野
苺
の
今
年
味
良
し
色
の
よ
し

�

東
島
万
喜
子

苦
瓜
の
蔓
の
伸
び
ゆ
く
勢き
お
い

か
な

�

音
成　

市
次

地
下
街
の
迷
ひ
抜
け
出
る
ソ
ー
ダ
水

�

田
原
ひ
よ
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

美
人
よ
り
心
や
さ
し
い
妻
が
好
き

�

眞
島　

永
治

夫
言
う
布
と
嫁
ご
は
強
か
に
ゃ
あ

�

森　

ミ
ズ
エ

出
発
の
時
間
迫
っ
て
土
産
買
う

�

田
中　

雅
代

三
面
鏡
美
人
に
見
え
る
位
置
探
す

�

佐
藤
久
仁
子

新
機
種
に
誤
動
操
作
を
教
え
ら
れ

�

鵜
木
美
代
子

一
年
も
九
十
年
も
ア
ッ
と
過
ぎ

�

吉
村　

民
子

通
夜
の
席
久
し
ぶ
り
だ
と
弾
む
声

�

森
﨑　

寛
次

一
日
の
始
ま
り
野
菜
刻
む
音

�

眞
島　

壽
子

タ
レ
ン
ト
へ
夢
ふ
く
ら
ま
す
子
供
達

�

若
菜　

花
子

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

厨
の
灯
消
す
午
後
七
時
今
日
も
ま
た

の
こ
る
余
生
の
消
え
て
ゆ
く
音

�

中
原　
　

幸

梅
雨
休
み
の
空
見
上
ぐ
れ
ば
半
月
の

お
ぼ
ろ
に
か
か
り
わ
び
し
げ
に
見
ゆ

�

坂
井　

栄
子

彦
星
と
織
姫
の
恋
ゆ
め
の
ご
と

見
上
げ
て
い
ま
す
天
の
川
べ
り

�

大
井
サ
カ
ヱ

今
年
も
又
植
え
た
ひ
と
へ
の
供
花
な
る
か

花
ま
り
太
き
く
白
き
が
哀
し

�

城
島　

孝
子

耳
近
く
蝉
の
鳴
き
声
か
し
ま
し
く

熱
暑
き
び
し
い
午
後
の
ひ
と
と
き

�

田
中　

と
代

幼
き
の
夢
を
つ
む
ぎ
し
天
の
川

か
た
り
し
祖
父
の
懐
か
し
く
た
つ

�

納
富　

茂
子

咲
き
盛
る
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
も
紫
陽
花
も

旱か
ん

魃ば
つ

に
水
欲
し
げ
な
り

�

前
山
ツ
タ
エ

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

小こ

授じ
ゅ

鶏け
い

や
葦よ

し

切き
り

の
声
今
な
き
を

気
付
き
て
侘
び
し
鎮
守
の
杜も
り

に

�

高
橋　

露
子

草
刈
を
終
へ
た
る
わ
れ
に
や
は
ら
か
く

笑
む
ご
と
立
て
り
野
辺
の
地
藏
は

�

石
田
千
津
代

吉野ヶ里歴史公園から

　よみがえる邪馬台国

倭人伝の道［Ⅱ］

◎問い合わせ
　吉野ヶ里歴史公園管理センター
　☎55-9333

特別企画展 　のお知らせ

開催場所：吉野ヶ里歴史公園弥生くらし館
　　　　　佐賀県吉野ヶ里遺跡展示室

観覧無料（ただし、入園料・駐車料は有料）

邪馬台国の外交拠点「伊都国」
弥生時代、強大な権力を有した代々の王が居り、
邪馬台国の外交拠点として特別な存在であった
「伊都国」の全貌にせまる。

９月20日（土）～ 11月９日（日）

特別記念フォーラム 
よみがえる邪馬台国「倭人伝の道Ⅱ」 

開催日時：9月28日（日）13：00～16：40	
開催場所：吉野ヶ里歴史公園多目的ルーム（先着300人）

【基調講演】 西谷	正氏（九州大学名誉教授）
　　　　　	高島	忠平氏（学校法人旭学園理事長）	

【事例発表】	岡部	裕俊氏（糸島市立伊都国歴史博物館）	
「フォーラム」{コーディネーター}		中村	俊介　朝日新聞社編集員
　　　　			{バネリスト}		西谷　	正　	九州大学名誉教授
　　　　			{バネリスト}	高島	忠平　学校法人旭学園理事長
　　　　			{特別参加}	岡部	裕俊		糸島市立伊都国歴史博物館

▲平原王墓出土　直径46.5㎝の大鏡
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